
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページをご覧ください 日本共産党豊田市議団 

イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
共
同
企
業
体
【
大

和
リ
ー
ス
（
株
）
ホ
ー
メ
ッ
ク
ス

（
株
）、（
株
）
川
合
造
園
土
木
、（
株
）

ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
ス
、
（
株
）
ス
ノ
ー

ピ
ー
ク
ス
地
方
創
生
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
、
（
有
）
エ
ル
ミ
オ
ー
レ
】

で
す
。
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
が
置
か

れ
、
キ
ャ
ン
プ
用
品
の
販
売
、
飲
食

店
な
ど
の
建
物
が
公
園
内
に
設
置

さ
れ
ま
す
。 

都
市
公
園
法
が
変
え
ら
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
市
は
新
た
な
手
法
を
取

り
入
れ
た
と
し
て
い
ま
す
が
、
広
大

な
緑
多
い
鞍
ケ
池
公
園
は
、
今
で
も

市
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
る

魅
力
あ
る
公
園
で
す
。
憩
い
の
場
と

し
て
の
公
園
機
能
の
低
下
と
、
公

の
役
割
の
軽
視
が
懸
念
さ
れ
、
問

題
で
す
。 

  

鞍
ケ
池
公
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

つ
い
て
の
市
民
の
意
見
を
紹
介
し

ま
す
。 

 

広
報
と
よ
た
１
０
月
号
で
は
、

鞍
ケ
池
公
園
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
、

鞍
ケ
池
公
園
が
指
定
管
理
者
制

度
の
導
入
で
、
民
間
に
よ
る
管
理
運

営
に
変
わ
り
ま
す
。
９
月
議
会
で

は
、
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
議
案

と
、
公
園
内
に
民
間
企
業
体
が
キ
ャ

ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド
を
設
計
施
工
し
、

市
が
５
億
６
７
０
０
万
円
で
取
得

す
る
議
案
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

（
共
産
党
は
２
議
案
と
も
反
対
） 

指
定
管
理
料
は
年
間
約
２
億
３

２
０
０
万
円
と
見
込
ま
れ
、
市
が
民

間
企
業
体
に
支
払
い
ま
す
が
、
市
が

直
接
管
理
す
る
よ
り
も
安
価
に
な

る
と
の
こ
と
で
す
。
経
費
削
減
は
、

サ
ー
ビ
ス
低
下
と
な
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。 

指
定
団
体
は
、
鞍
ケ
池
公
園
ミ
ラ

ト
ッ
プ
紙
面
か
ら
カ
ラ
ー
５
ペ
ー

ジ
で
載
せ
て
い
ま
す
。
時
代
の
ニ

ー
ズ
、
キ
ャ
ン
プ
場
を
目
玉
に
し

て
い
ま
す
が
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
豊

田
市
の
都
市
公
園
は
、
市
街
化
調

整
区
域
や
郊
外
地
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
古
瀬
間
墓
地

公
園
、
猿
投
運
動
公
園
、
矢
作
緑

地
、
鞍
ケ
池
公
園
で
す
。
問
題
点

と
し
て
①
量
か
ら
質
と
い
う
が
、

市
街
地
で
公
園
の
量
は
不
足
し
て

い
ま
す
②
質
を
優
先
と
す
る
が
、

市
街
地
の
毘
森
公
園
、
新
生
公
園

な
ど
既
存
の
公
園
は
整
備
が
遅
れ

て
い
ま
す
。
ス
タ
ジ
ア
ム
が
あ
る

中
央
公
園
の
計
画
は
、
大
駐
車
場

を
備
え
た
調
整
区
域
の
新
規
公
園

計
画
で
す
。
③
鞍
ケ
池
公
園
は
主

に
自
家
用
車
で
行
く
前
提
で
、
市

外
の
高
速
道
路
の
利
用
者
を
想
定

し
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
か
ら
も
、

歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
か

ら
も
逆
行
で
す
。
④
レ
ス
ト
ラ
ン
、

カ
フ
ェ
な
ど
都
会
的
な
施
設
を
持

ち
こ
ん
で
は
、
キ
ャ
ン
プ
の
自
然

体
験
と
い
う
趣
旨
に
も
反
し
ま

す
。 

 

財
政
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る

中
、
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
時
に
、

実
施
時
期
を
含
め
、
計
画
の
再
検

討
が
必
要
で
す
。 

 

衆
議
院
選
挙
愛
知
１
１
区
の
本

多
の
ぶ
ひ
ろ
予
定
候
補
は
２
１

日
、
足
助
と
下
山
で
街
頭
宣
伝
を

行
い
ま
し
た
。（
写
真
） 

解
散
総
選
挙
は
、
い
つ
あ
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
が
、
遅
く
て
も
来

年
１
０
月
ま
で
に
は
あ
り
ま
す
。 

菅
首
相
は
「
自
助
、
共
助
、
公

助
」
と
、
国
民
に
は
ま
ず
自
助
を

求
め
て
い
ま
す
が
、
今
は
新
型
コ

ロ
ナ
も
あ
っ
て
特
別
な
状
況
で

す
。
自
助
で
は
な
く
公
助
を
強
め

る
の
が
政
治
の
役
割
。
ア
メ
リ
カ

製
の
戦
闘
機
購
入
や
政
党
助
成
金

な
ど
税
金
の
無
駄
遣
い
を
改
め
れ 

ば
財
源
は
あ
り
ま
す
。 

 

し
か
も
菅
首
相
は
、
国
民
に
は

自
助
を
求
め
て
い
ま
す
が
、
地
元

の
横
浜
市
に
本
社
が
あ
る
日
産
自

動
車
に
は
、
日
本
政
策
投
資
銀
行

を
通
じ
て
１
３
０
０
億
円
の
特
別

融
資
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
し
た
。

１
３
０
０
億
円
に
は
政
府
保
証
が

付
い
て
い
て
、
焦
げ
付
い
た
ら
税

金
で
肩
代
わ
り
す
る
仕
組
み
。
日

産
自
動
車
は
自
民
党
に
多
額
の
政

治
献
金
を
し
て
い
た
の
で
、
ま
さ

に
政
官
財
の
癒
着
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。（
赤
旗
日
曜
版
１
０
月
１

８
日
付
よ
り
） 

 

自
分
の
お
友
だ
ち
優
遇
、
法
律

や
憲
法
を
な
い
が
し
ろ
に
、
が
安

倍
政
権
と
菅
政
権
の
共
通
点
で

す
、
と
、
安
保
法
制
（
戦
争
法
）

や
「
桜
を
見
る
会
」、
学
術
会
議
へ

の
人
事
介
入
に
つ
い
て
説
明
。 

 

国
会
の
首
相
指
名
選
挙
で
日
本

共
産
党
は
じ
め
野
党
は
そ
ろ
っ

て
、
立
憲
民
主
党
の
枝
野
代
表
に

投
票
し
ま
し
た
。
次
の
解
散
総
選

挙
で
、
市
民
と
野
党
の
共
闘
に
と

り
く
み
、
政
権
交
代
を
め
ざ
し
て

い
き
ま
す
、
と
本
多
予
定
候
補
は

訴
え
ま
し
た
。 

 

缶
コ
ー
ヒ
ー
の
差
し
入
れ
な

ど
、
温
か
い
反
応
が
あ
り
ま
し
た
。 



 

職
員
の
非
正
規
率
は
、
教
育
保

育
職
で
は
実
数
で
４
２
・
８
％
、

フ
ル
タ
イ
ム
換
算
し
て
も
３
１
・

４
％
、
技
能
労
務
職
で
は
７
６
・

７
％
、
フ
ル
タ
イ
ム
換
算
で
６

３
・
４
％
に
も
な
り
、
市
が
率
先

し
て
正
規
雇
用
を
増
や
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
一
方
、

職
員
に
よ
る
年
間
の
残
業
は
、
一

番
多
か
っ
た
職
員
は
公
園
緑
地
管

理
課
の
職
員
が
７
１
１
時
間
で
、

次
い
で
消
防
庁
派
遣
で
６
９
７
時

間
、
保
育
課
の
職
員
が
６
４
５
時

間
に
も
達
し
て
い
ま
し
た
。 

こ
こ
数
年
の
推
移
か
ら
一
層

の
残
業
削
減
、
職
員
定
数
の
拡
大

が
必
要
で
す
。 

「
豊
田
ス
タ
ジ
ア
ム
」
を
中
心
と 

し
た
中
央
公
園
費
の
歳
出
で
は
、
使 

料
収
入
な
ど
を
差
し
引
い
て
も
管 

理
や
整
備
に
か
か
っ
た
市
の
「
持
ち 

出
し
分
」
は
、
１
４
億
８
千
６
百
万 

円
余
に
及
ぶ
こ
と
が
、
質
疑
で
明
ら 

か
と
な
り
ま
し
た
。 

大
型
イ
ベ
ン
ト
の
誘
致
に
よ
る 

に
ぎ
わ
い
創
出
の
た
め
、
多
額
の 

税
金
が
投
入
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
生
活
に
あ
え
ぐ
市
民

の
暮
ら
し
の
実
態
を
前
に
、
豊
田
ス

タ
ジ
ア
ム
の
管
理
の
あ
り
方
の
検

討
が
、
今
こ
そ
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。 

地
域
バ
ス
「
に
こ
に
こ
バ
ス
」

は
上
郷
線
（
水
・
金
曜
日
）
末
野
原

線
（
火
・
木
曜
日
）
の
２
路
線
あ
り

ま
す
が
、
運
行
曜
日
が
違
う
た
め
各

路
線
の
乗
り
継
ぎ
が
で
き
ま
せ
ん
。

上
郷
線
に
乗
っ
て
「
豊
寿
園
」
に

は
行
く
こ
と
が
で
き
ず
、「
に
こ
に

こ
バ
ス
を
乗
り
や
す
く
し
て
ほ
し

い
」
と
住
民
か
ら
多
く
の
要
望
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
和
会
町
に
は
南
部
休
日

救
急
内
科
診
療
所
が
開
院
し
、
こ

ど
も
の
外
来
療
育
施
設
、
カ
フ
ェ

（
障
が
い
者
の
就
労
施
設
）
も
併

設
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
バ
ス
路
線

が
な
い
不
便
な
状
況
で
す
。 

９
月
議
会
の
地
域
生
活
分
科
会

で
根
本
み
は
る
市
議
が
「
に
こ
に

こ
バ
ス
」
の
利
用
者
数
を
質
問
し
、

令
和
元
年
度
の
末
野
原
線
の
利
用

者
は
７
０
３
６
人
、
一
方
、
上
郷

線
の
利
用
者
は
１
８
４
３
人
で
、

末
野
原
線
の
約
４
分
の
１
と
そ
の

違
い
が
歴
然
と
し
て
い
ま
す
。
高

齢
者
・
障
が
い
の
あ
る
方
の
た
め

に
、
ル
ー
ト
の
改
善
や
乗
り
継
ぎ

な
ど
使
い
や
す
く
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。 
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核
兵
器
禁
止
条
約
の
発
効
が
迫

る
な
か
、
日
本
政
府
に
禁
止
条
約
へ

の
参
加
を
求
め
る
地
方
議
会
の
意

見
書
が
４
９
４
と
な
り
、
全
自
治
体

の
２
７
％
に
の
ぼ
る
こ
と
が
、
原
水

爆
禁
止
日
本
協
議
会
（
日
本
原
水

協
）
の
調
べ
で
１
９
日
ま
で
に
分
か

り
ま
し
た
。 

禁
止
条
約
が
国
連
会
議
で
採
択

さ
れ
た
２
０
１
７
年
７
月
７
日
以

降
、
請
願
や
陳
情
を
趣
旨
採
択
し
た

１
１
議
会
を
含
め
た
も
の
で
す
。
６

月
議
会
以
降
、
９
月
議
会
で
２
６
増

え
ま
し
た
。 

岩
手
県
議
会
が
２
度
意
見
書
を

可
決
し
、
長
野
、
三
重
、
沖
縄
の
３

県
議
会
が
意
見
書
を
可
決
。
鳥
取
県

議
会
は
陳
情
を
趣
旨
採
択
し
ま
し

た
。
市
町
村
議
会
は
趣
旨
採
択
を
含

め
て
２
２
０
市
２
１
６
町
５
３
村

で
す
。（
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
１
０
月
２

０
日
付
よ
り
） 

 

豊
田
市
で
は
３
会
派
反
対 

 

豊
田
市
議
会
で
は
２
０
１
８
年

の
６
月
議
会
で
、
核
兵
器
禁
止
条
約

に
日
本
政
府
も
署
名
・
批
准
す
る
よ

う
求
め
る
意
見
書
を
豊
田
市
議
会

と
し
て
提
出
を
、
と
求
め
る
請
願
が

審
議
さ
れ
ま
し
た
。
共
産
党
、
と
よ

た
市
民
の
会
は
賛
成
し
ま
し
た
が
、

自
民
ク
ラ
ブ
、
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

公
明
党
の
３
会
派
が
反
対
し
た
た

め
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。 

豊田市駅前で核兵器禁止条約
に日本政府も参加するよう求
める宣伝。2020年 8月 
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